
45 広報あづみの　2010.6.23 2010.6.23　広報あづみの

合
併
特
例
債
は
、
起
債
対
象
事

業
費
の
95
％
ま
で
借
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
元
利

償
還
金
（
返
済
金
）
の
約
70
％
が
国
か

ら
地
方
交
付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
る
と

い
う
起
債
で
す
。

　

本
庁
舎
建
設
に
要
す
る
概
算
事
業
費

は
約
79
億
８
０
０
０
万
円
（
う
ち
起
債

対
象
事
業
費
は
約
72
億
円
）
と
想
定
し

て
い
ま
す
が
、
合
併
特
例
債
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
市
の
実
質
的
な
負
担
額
は

約
31
億
９
０
０
０
万
円
に
な
る
と
見
込

ま
れ
ま
す
。（
安
曇
野
市
の
合
併
特
例

債
の
発
行
は
平
成
27
年
度
末
ま
で
で
あ

り
、
そ
れ
ま
で
に
本
庁
舎
を
完
成
さ
せ

た
場
合
は
、
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
）

　

こ
の
他
に
も
、
国
の
合
併
補
助
金
や

県
の
合
併
特
例
交
付
金
の
活
用
、
建
設

基
金
の
積
み
立
て
を
行
う
な
ど
、
後
年

度
負
担
を
可
能
な
限
り
軽
減
す
る
た
め

の
財
源
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
現
在
、
本
庁
舎
建
設

事
業
を
含
め
、
今
後
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
事
業
の
洗
い
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
経
済
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
る
中

で
、
本
年
度
中
に
、
財
政
計
画
を
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

市
で
は
現
在
、
土
地
利
用
の
状
況
や
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
検
討
す
る

中
で
、
市
内
全
域
の
用
途
地
域
（
3

ペ
ー
ジ
※
6
参
照
）
に
つ
い
て
総
合
的
に
見
直

し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
都
市
計
画
道

路
（
3
ペ
ー
ジ
※
7
参
照
）
に
つ
い
て
も
、
昭

和
30
年
代
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
社
会

情
勢
、
経
済
状
況
の
変
化
か
ら
、
存
続
、
廃
止

等
を
含
め
た
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、

現
状
の
把
握
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

庁
舎
建
設
予
定
地
の
近
代
美
術
館
周
辺
は
、

用
途
地
域
が
「
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
」

と
「
第
一
種
住
居
地
域
」
に
な
っ
て
お
り
、
敷

地
の
西
側
に
は
、
都
市
計
画
道
路
が
計
画
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

建
設
予
定
地
は
す
で
に
用
途
が
現
状
に
合
わ

な
い
こ
と
か
ら
、見
直
し
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
も
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
を
見
据
え
全
市
的
な
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

昨
年
7
月
に
策
定
し
た
「
本
庁

舎
等
建
設
基
本
構
想
」で
は
、

現
状
の
総
合
支
所
の
機
能
・

規
模
を
維
持
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
本
庁
舎
建
設
は
行
政

改
革
の
大
き
な
柱
に
な
る
た
め
、極
力
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
形
で

総
合
支
所
の
見
直
し
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
庁
内
に
お
い
て
、
本
庁
・
支

所
業
務
の
洗
い
出
し
と
本
庁
舎
建
設
後

を
見
据
え
た
仕
分
け
作
業
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、「
地
域
審
議
会
」
で
も
総
合
支

所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
業
結
果
を

踏
ま
え
、
本
庁
舎
建
設
後
の
総
合
支
所

の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

　

な
お
、豊
科
総
合
支
所
に
つ
い
て
は
、

そ
の
機
能
を
新
た
な
本
庁
舎
に
統
合
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

基
本
構
想
で
は
、
十
分
な
駐
車

場
と
し
て
、
５
０
０
台
分
の

確
保
が
必
要
で
あ
る
と
示
し

て
い
ま
す
。
実
際
に
確
保
で
き
る
駐
車

ス
ペ
ー
ス
は
、
本
庁
舎
の
規
模
や
形
状

な
ど
に
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
近
代
美
術

館
と
豊
科
プ
ー
ル
跡
地
周
辺
に
、
合
計

７
０
０
台
程
度
（
公
用
車
約
１
５
０
台

を
含
む
）
を
確
保
で
き
る
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。
駐
車
場
は
、来
庁
者
の
ほ
か
、

美
術
館
、
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
、
武
道

館
、
教
育
文
化
会
館
な
ど
を
利
用
さ
れ

る
皆
さ
ん
に
配
慮
し
た
配
置
を
検
討
し

ま
す
。
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建
設
資
金
は
？

駐
車
場
は
足
り
る
？

都
市
計
画
と
の

整
合
は
？

総
合
支
所
は

ど
う
な
る
の
？

主
に
合
併
特
例
債
を

活
用
し
ま
す
。

周
辺
に
約
７
０
０
台
分
を
確
保
。

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
、

全
市
的
な
見
直
し
を
し
ま
す
。

本
庁
舎
建
設
後
も

必
要
な
機
能
は
残
し
ま
す
。

豊科近代美術館周辺。道路の向こう側に見えるのが美術館西側
駐車場。さらにその奥には豊科近代美術館と建設中の豊科交流
学習センターがある。

建設にかかわる
一問一答


